第４回市民憲章検討委員会会議報告
■日    時    平成13年7月23日（月） 9:30～11:30

■場    所    302会議室

■関 係 者    出席者  12人

                市民憲章検討委員  8人

                  斉藤進（委員長）、田中孝司（副委員長）、浅田勁、岡基忠信、木村郁子、

                  斎藤八郎、多賀名和枝、林ヒサ子
                事務局  4人
                  企画調整部 藤原部長、企画調整課 竹内総括主幹、野間主査、渡辺
                傍聴者  0人

内        容
○開会

１  市民憲章の検討について

  ●事務局（渡辺）から、提言文、市民憲章の基本的考え方、市民憲章（素案）第3次修正案

    を説明した。第3次修正案については、文末を統一した場合と文末にリズムをつけた場合

    の2案を示した。また、前文の下線部分の｢豊かな都市文化｣と本文の「平和な」、｢思いや

    りのこころのある｣については委員の議論により修正したいと説明した。

■斉藤（進）委員長

  ・これまでの議論を経て、第3次修正案はすっきりまとまったと思う。

  ・まず第3次修正案の前文について意見を求めたい。

■事務局：竹内総括主幹

  ・前回委員の指摘により変更した「豊かな都市文化」については、部長・副部長ヒアリング

    の際に、｢国際性｣を取ってしまうと何が豊かなのか漠としているという意見があった。

  ・岡基委員から「魅力ある都市を築くため」は「魅力あるまちづくりに取り組むため」とい

    う第2次修正案の方がよいという意見をいただいている。

■岡基委員

  ・「国際性」はわかりにくいので、「豊かな都市文化」でよい。

  ・｢魅力ある都市を築く｣は、本文では「まちをつくる」というやわらかい言葉になっている

    し、横須賀には農村、漁村、行楽地等のさまざまな機能があり、「都市」よりもみんなが住

    んでいる「まち」という言葉の方が合っている。

■斎藤（八）委員

  ・前文は、特有の自然・歴史のもとでどのような横須賀になったのかを言いたいのだと思う。

    近世の鎖国が黒船来航によって破られたというのは正しいが、その後横須賀が何を身につ

    けてきたのかというと難しい。

  ・｢豊かな都市文化｣は確かにわかりにくい。「都市」は普通｢農村｣と対比されるが、「都市文

    化」という言い方があるのかわからない。

■岡基委員

  ・「都市」は「農村」から集まった人や物の商取引・交易というイメージがあるが、本当に横

    須賀がそういう状態だったのか疑問である。

■多賀名委員

  ・｢豊かな都市文化｣では横須賀がずっとこの地域の中心になってきた感じがして少し違うと

    思う。｢魅力ある都市｣は中核市になったこれからのことなので「都市」と表現してもよい

    かもしれない。

■斎藤（八）委員

  ・横須賀や三浦半島でどんな人間・文化がつくられてきたかというと、海のものにも山のも

    のにも水にも恵まれ、気候は温暖で、衣食住の面では日本で一番よい環境だといってもよ

    いかもしれない。ただ、文化はというとわからない。

■斉藤（進）委員長

  ・「都市文化」について他の委員から意見はあるか。

■浅田委員

  ・「魅力ある都市」という言葉を使って書き換えられないか考えている。この文脈では「都市

    文化と新しいことに挑戦する」となるが、｢新しいこと｣とは何かわかりにくい。

■斎藤(八)委員

  ・横須賀市民の特徴はのんびりしていて、心豊かで穏やかなところだと思う。

■浅田委員

  ・横須賀は自然と歴史に恵まれている。三浦一族の活躍がなければ鎌倉幕府もなかった。そ

    の後三浦半島はしばらく眠った状態が続いたが、ペリー来航によって再び開けた。敗戦時

    のミズーリ号での調印も横須賀沖での出来事である。日本の歴史を動かす流れの中にこの

    三浦半島がある。

  ・斎藤（八）委員の言うのんびり、ゆったりという特徴もあると思う。

■斉藤（進）委員長

  ・横須賀が文化と気概を身につけてきたのは事実である。歴史を振り返ってみると国際性の

    ある都市づくりをしてきたとも言える。それを表現するいい言葉があれば提案していただ

    きたい。  

■田中副委員長

  ・前文の1行目には異論はない。横須賀は、基地も含めて、いい意味でも悪い意味でも「世

    界に開かれた交流の歴史」を持っている。

  ・｢文化｣はとらえるのが難しいので入れない方がいいのかもしれない。「新しいことに挑戦

    する気概」はここ数年のことを言っているように思う。世界に開かれた歴史の中で紆余曲

    折を経てやっと身につけたという方が正しいかもしれない。

  ・ここは｢魅力ある都市をめざし、常に新しいまちづくりに挑戦する｣としたらどうか。

■多賀名委員

  ・後半の「魅力ある都市を築く」と重ならないか。

■田中副委員長

  ・今も十分魅力があるが、もっとよくしようという意味で、後半は「さらに魅力ある都市を

    築く」としたらよいと思う。

■林委員

  ・「まちづくり」という言葉が前文に入ったのはよい。

■岡基委員

  ・「都市」は英語で言えば「city」だが、市民生活とつながりがあるという意味では「town」

    の方が身近である。

■田中副委員長

  ・横須賀は人口が40万人を越えており、日本を代表する｢都市｣の一つなので、「都市」でも

    おかしくない。

■斎藤（八）委員

  ・行政はよく「まちづくり」という言葉を使うが、一般市民としては抵抗感がある。「まちづ

    くり」では近所の掃除をするとか町内会館を作る程度のイメージがあり、横須賀全体につ

    いて言うのならば「都市づくり」の方がなじんでいる。

■林委員

  ・東京都ぐらいの大きな自治体なら「まちづくり」では誰もがおかしいと思うかもしれない

    が、横須賀ならよいのではないか。

■事務局：竹内総括主幹

  ・「町」、「街」は狭い概念を連想させるので、行政では広がりを持たせる意味でひらがなで「ま

    ち」としている。

■田中副委員長

  ・旧建設省でも｢都市づくり｣と書いて「まちづくり」とルビを振っていた。「常に新しいこと

    に挑戦する」というのは今ならＹＲＰが当てはまるが、それは狭い意味の｢町｣や「街」で

    はないので、「まちづくり」でよいと思う。

■斎藤（八）委員

  ・「city」と「town」を比較すると、「town」は狭い。

■岡基委員

  ・「都市」では都市の持つ機能がイメージされてしまう。

■木村委員

  ・横須賀の規模から考えると「都市」という字で「まち」と読んだ方がよい。「まちづくり」

    という言葉は全国的に普及している。

■斎藤(八)委員

  ・行政が使う｢まち｣は全部ひらがなだが、｢都市｣に「まち」とルビを振るならよい。

  ・「海と緑の恵まれた自然」は｢海と緑に恵まれた自然｣とした方がよいのではないか。

■事務局：竹内総括主幹

  ・全体がまとまった段階で教育委員会の国語担当指導主事に確認していただく。

■斉藤（進）委員長

  ・前文2行目は「魅力ある都市（まち）をめざし、常に新しいまちづくりに挑戦する」とし、

    5行目は「さらに魅力ある都市（まち）を築くため」としてよいか。

■田中副委員長

  ・5行目は「さらに都市の魅力（まち）を高めるため」でもよいと思う。

■浅田委員

  ・「さらに魅力ある都市（まち）を築くため」の方がよい。

■斉藤（進）委員長
  ・「さらに魅力ある都市（まち）を築くため」、「さらに都市（まち）の魅力を高めるため」、｢さ

    らに魅力ある都市（まち）づくりをすすめるため｣のどれがよいか。

■岡基委員

  ・「都市」は抽象的で、本文の個人個人の生活や生きがいとは結びつきにくい。40万都市の

    機能というとハードに偏ってしまい、お互いに助け合うといったソフトとは結びつかない。

■田中副委員長

  ・「まちづくり」という言葉には包容力がある。

■斎藤（八）委員

  ・「さらに魅力ある都市（まち）を築くため」、「さらに都市（まち）の魅力を高めるため」の

    2つは「都市を築くために憲章を定める」となって文脈の流れとして違和感がある。都市

    を築く際の問題点のチェックポイントとしての市民憲章という意味では、｢さらに魅力ある

    都市（まち）づくりをすすめるため｣がうまくつながる。

■岡基委員

  ・本文3の「子どもが心豊かで健やかに育ち」は包括的なまちの理想形として｢魅力あるまち｣

    に含めたいので、代案を出した。

  ・「都市（まち）を築く」より「まちづくり」の方がよい。

■木村委員

  ・「都市（まち）を築く」には箱物のイメージがある。「都市（まち）づくり」で生活一般の

    ソフトとしての大きなイメージが表せる。

■事務局：竹内総括主幹
  ・総合計画ではひらがなの「まち」に統一しているので、なぜ市民憲章だけ「都市」に「ま

    ち」とルビを振るのか、違和感を持たれる可能性がある。

■斉藤（進）委員長
  ・「魅力あるまちづくりをすすめるため」としてもよいと思う。この場合、「すすめる」はひ

    らがなか。

■事務局：竹内総括主幹

  ・記者ハンドブックでは漢字になっているが、基本構想では市民意見も聞いた上で「すすめ

    る」、「めざす」はやわらかい文章にするためひらがなにした。

■斉藤（進）委員長

  ・表記については基本構想策定の際の議論を尊重するということでよいか。

  ・本文の文末にリズムをつけるかどうかについて意見を求めたい。

■岡基委員

  ・１は｢国際性｣がキーワードだが、「開かれたまち」には「行政の透明性」、「差別をしない」

    が含まれると思う。「すべての人々に開かれたまち」として「開放性」を強調した方がよい。

■斎藤（八）委員
  ・2～5は文末にリズムをつけてもつけなくても意味は変わらないが、1は違うと思う。

  ・積極性を入れているという意味では、｢国際社会に貢献します｣の方がよい。文末を統一し

    た案の｢すべての国々や人々との交流を深め｣と「国際社会に開かれた」は言い換えに過ぎ

    ないので、後半に貢献について入れた方がよい。

■斉藤（進）委員長
  ・「国際社会に貢献するまちをつくります」ということか。

■岡基委員

  ・グローバル化は日本全国の流れである。三浦半島は首都圏の行楽地なので、国際交流も含

    めたオープン性を表現した方がよい。

■多賀名委員

  ・前文で「国際性」を取っているので、今後横須賀がめざすべき「国際性」をどこかに入れ

    た方がよいのではないか。

■岡基委員

  ・「国際性」という言葉は外国ではあまり使われていない。

■事務局：竹内総括主幹

  ・欧米では国際性は当然のことなので使わないのではないか。日本ではまだ一般的になって

    いないという意味でよく使われるのだと思う。

■多賀名委員

  ・当然のことでもあえて言葉を使わないと表に出てこない。

■岡基委員
  ・首都圏からの行楽客への親切対応を強調したい。

■事務局：竹内総括主幹
  ・横須賀の都市づくりとして世界に打って出るという姿勢があるので、国際性のあるまちを

    つくりたいという思いを出したい。基本構想策定時にも同様の意見が多かった。

■斎藤（八）委員

  ・｢国際性｣の乱用はよくないが、「国際社会に貢献する」ということならポジティブでよいと

    思う。横須賀は日本以外の人との接触が他都市よりも早かったが、これまで市民も行政も

    貢献することまでは考えていなかったと思う。性、年齢、国籍のバリアを越えた交流とい

    う本当の意味での｢国際性｣を持った都市をこれからつくるよい機会である。

■浅田委員

  ・「国際社会に開かれたまち」に｢貢献する｣という意味を含めてもよい。｢貢献する｣は非常に

    ポジティブな言葉なので、横須賀という都市の力量から考えると「国際社会に開かれたま

    ちづくりに貢献します」でもよいかもしれない。

■斉藤（進）委員長

  ・｢国際社会に開かれたまちづくりに貢献します｣、｢国際社会に貢献します｣等の表現がある

    が、｢平和な｣の扱いについて意見を出していただきたい。

■浅田委員
  ・入れなくてよいと思う。

■田中副委員長
  ・文末はリズムをつけるか。

■斉藤（進）委員長

  ・大多数の委員がリズムをつけた方がよいとのことなので、2案を採用したい。

  ・1は｢すべての国々や人々との交流を深め、国際社会に開かれたまちづくりに貢献します｣

    でよいか。

■事務局：竹内総括主幹

  ・｢まちづくりに貢献する｣では文脈がおかしいので、｢国際社会に貢献するまちをつくりま

    す｣か「国際社会に開かれたまちをつくります」としたらどうか。

■岡基委員

  ・｢開かれた｣は国際社会に限定する必要はないのではないか。行政の市民に対するオープン

    性が含まれなくなってしまう。他の部分でオープン性に触れられればよい。

■斉藤（進）委員長

  ・「国際社会に貢献します」でどうか。言葉を付け加えていくと説明になってしまうが、市民

    憲章はエッセンスの部分だけでよいと思う。

  ・2についてはどうか。

■岡基委員
  ・｢自然を守る｣と「まちをつくる」は自然を守りながら開発もするという意味に理解できる。

    地球環境と歴史資源を守ることも付け加えたい。

  ・｢活気のある｣という｢自然を守る｣と対立的な概念は別のところで述べたらどうか。

■斎藤（八）委員
  ・市民憲章の解説書はどのように用いるのか。

■事務局：竹内総括主幹
  ・パブリックコメントの際も解説をつける。その他、ちらしにも入れたいと思う。

■斎藤（八）委員
  ・事務局の解説にあるように、2には「自然保護｣、「快適性」、｢生産活動｣という3つの概念

    が含まれており、この3つは常に関係している。自然と調和しつつ開発をして、破壊を最

    小限にすることをうまく表現するのは難しい。この案で最大公約数ではないか。

■岡基委員
  ・｢地球環境｣と「歴史資源」を守るは入れなくてよいか。

■事務局：竹内総括主幹
  ・「歴史資源」は前文にある。
■田中副委員長 
  ・本文の1と2に含まれていると思う。

■斎藤（八）委員
  ・今新しい項目を主張するつもりはないが、歴史資源を重視するなら、「祖先から受け継いだ

    遺産を大切にし、近代化遺産等を市民のために活用して」という代案を出した。｢郷土の歴

    史と文化を尊重しつつ｣に含まれていると思う。

■岡基委員

  ・前文が全体にかかるということならよい。

■田中副委員長

  ・2はリズムが合わない。｢うるおいと活気を創出します」か、｢うるおいと活気を創り出し

    ます｣でよい。

  ・5は｢実現します｣でよい。

■浅田委員
  ・2はひらがなで「つくりだします」でよいのではないか。

■岡基委員

  ・2は文末を統一した場合の「まちをつくります」を採用したらどうか。

■斉藤（進）委員長
  ・すっきりしてよいと思う。

  ・3はどうか。

■斎藤（八）委員
  ・「心豊かで健やかに」は日本語としておかしくないか。

■浅田委員
  ・「健やかに」だけでよい。

■斉藤（進）委員長
  ・4の「思いやりのこころのある」は必要か。

■林委員
  ・必要ないと思う。

  ・「助け合う」と｢支え合う｣の意味については。

■田中副委員長 
  ・「支え合う」は同じレベルの人が助け合うという意味で、「助け合う」は余力のある人がな

    い人を助けるという意味だと思う。

■岡基委員
  ・4は3と重複しているような気がする。

■斉藤（進）委員長
  ・解説を読めば4と3の違いが分かる。

  ・5の文末は田中副委員長から提案のあった｢実現します｣でどうか。

■林委員
  ・1，4，5は文末が漢字で、2，3はひらがなだが、リズムの点でよいか。

■浅田委員
  ・違和感がある。「つくります」は「作る」と｢創る｣を兼ねているのでひらがなでよい。「め

    ざします」は記者ハンドブックでは漢字だが、教育現場で使っているものに合わせた方が

    よい。いずれにしてもなぜその表記を使ったのか説明できればよい。

■事務局：竹内総括主幹
  ・広報よこすかは記者ハンドブックに準じているが、冊子のタイトルやキャッチコピーの「め

    ざして」等はひらがなが多い。総合計画と表記が違うのは説明が難しいと思う。

■斉藤（進）委員長
  ・今までの慣例に合わせるということでよいのではないか。

■浅田委員
  ・読点が多すぎる。前文3行目の「私たちは」と「新たな出発を機に」の後の読点はいらな

    い。5行目は｢さらに魅力ある都市づくりをすすめるために｣と「に」を入れると読点を省

    ける。

■斉藤（進）委員長
  ・前文5行目は｢さらに魅力ある都市づくりをすすめるために｣と「に」を入れてよいか。

■田中副委員長
  ・「に」を入れた方がよい。

■斉藤（進）委員長
  ・ここまでの議論を踏まえて修正した全文を事務局に朗読していただき、確認した上で委員

    会の提言としたい。なお、字句の修正については教育委員会の国語担当指導主事のチェッ

    クを受けると共に、正副委員長に一任ということでご了解いただきたい。

２  提言

  ●11：20、企画調整部 藤原部長入室。斉藤(進)委員長から本日の委員意見を受けて、提言書

    の内容を若干修正する旨報告した上で、横須賀市民憲章に関する提言を行った。

  ●藤原部長あいさつ（要旨）

· 市民憲章については、昨年素案を公表して市民意見を聴取した。そしてこの市民憲章検討委員会を設置して、市民参画で素案の検討を進めてきた。短い期間ではあったが、委員の皆さんに十分議論していただいたことは報告を受けており、大変感謝している。

· 本日の提言は、今後パブリックコメントを経て、市民憲章を議案として提案していく上で、活用させていただきたいと思う。

３  今後の予定

  ●事務局（渡辺）から今後のパブリックコメントと議会の流れを説明した。また、第5回委

    員会は10月頃開催予定で、パブリックコメントの状況と市の回答案を提示することを確

    認して閉会した。

  以  上













PAGE  

